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令和３年度５月補正予算案の概要 
 
 
 

５月補正予算案では、「新型コロナウイルスワクチン接種への対応」等、現状を踏まえ、迅

速な対応が必要な事業を補正します。 

【歳入歳出予算補正】         

一般会計         ９事業      11,702百万円 

 
※各項目で四捨五入等を行っているため、合計が一致しない場合があります。 

 
 
 

１ 新型コロナウイルスワクチン接種事業              11,048百万円〔国費〕 

 

     国からのワクチン供給スケジュール変更や、接種体制検討の進捗に伴い、所要の対応を行

います。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

    ◆実施概要 

（１）コールセンター体制強化 2,500百万円 

令和３年３月１日から稼働しているセンターについて、回線数を増やし、接種予約・

問い合わせへの体制をより強化します。 

・回線数：延べ 1,800回線→3,680回線 
 

（２）医療機関等への委託による接種体制構築 6,762百万円 

ア 集団接種 

 ・実施方法：横浜市医師会等に接種にかかる人員の確保、予診、接種等運営全般を委託 

 ・実施箇所数：市内 37施設 

 ・実施時期：５月 17日～  

  

イ 個別接種 

 ・実施方法：市内医療機関に予診、接種等を委託 

 ・実施場所：1,129か所（病院 76か所・診療所 1,053か所：4/15現在。順次拡大予定） 

 ・実施時期：５月 24日～ 

 ・医療機関への協力金：１医療機関あたり 15万円/月 
 
 

（３）ワクチン配送センター設置 600百万円 

ワクチンの管理・保管・各会場への小分け配送を配送センター委託により実施します。 

 

◆ワクチン接種に関する現在の概要 

・接種時期：集団５月 17日～ ※予約：５月３日～ 

個別５月 24日～ ※予約：５月 17 日～（医療機関ごとに予約開始日は異なる） 

・接種対象：集団・個別 65歳以上 

・個別通知：４月 23日～（80歳以上から順次） 
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（４）集団接種設営委託等 594百万円 

集団接種実施予定期間の延長（令和３年４～６月→４～９月）等に伴い、必要となっ

た準備経費を追加します。 

・追加した主な経費：会場設営、冷房機器レンタル、フリーザー購入 等 

（５）接種会場の使用料等 592百万円 

・会場確保料：集団接種会場の使用料・休館中の施設管理者の自主事業に対する補填            

・利用者協力金：利用予約者が事業実施に向けた準備経費として負担していた実費等 

に対する補填 

・事務費：利用予約調整等にかかる経費 
 

◆補正内容 

ワクチン接種体制の強化にかかる事業費を追加補正 
 

 

２ 障害者施設職員への定期的ＰＣＲ検査事業（新型コロナウイルス感染症対策事業） 

352百万円〔国費 176 一般財源 176〕 

 

     令和３年３月 22 日付「４月以降の高齢者施設等の検査について（要請）」による厚生労働

省の要請に基づき、障害者施設内での感染拡大を未然に防止するため、施設従事職員に対し

定期的にＰＣＲ検査を実施します。 
 

    ◆実施概要 

・実施対象：検査を希望する市内障害者施設（入所施設・グループホーム等） 

・実施期間・頻度：令和３年５～６月に週１回 

   

【参考】高齢者施設 

・実施方法：日本財団が設置した日本財団ＰＣＲ検査センターが、検査を希望する市内 

高齢者施設に対し実施（本市負担なし） 

・実施対象：検査を希望する市内高齢者施設 

・実施期間・頻度：令和３年５～６月に週１回 
 

◆補正内容 

 定期的ＰＣＲ検査の実施にかかる事業費を補正 

 

 

３ 変異株スクリーニング検査事業（新型コロナウイルス感染症対策事業）  

77百万円〔国費 39 一般財源 39〕 
 

     令和３年３月 18日付「新型コロナウイルス感染症対策の基本的対処方針」に基づき、変異

株スクリーニング検査の実施割合を 40％程度に引き上げるため、検査件数を拡充します。 
 

    ◆実施概要 

・実施方法：民間検査会社への委託により変異株検査数を拡充 

・実施期間：令和３年５～９月 

・検査件数見込み：50件／日 
 

◆補正内容 

変異株スクリーニング検査実施にかかる事業費を補正 
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４ 自宅療養者見守り支援事業（新型コロナウイルス感染症対策事業）   50百万円〔県費〕 

 

     入院待機者や高齢者・基礎疾患保持者など重症化のリスクが比較的高い自宅療養者に対し、

訪問看護ステーションの機能を活用して、健康観察や医師による診療を行います。 
 

    ◆実施概要 

・実施方法：入院待機者等に対し、医師会が設置している「訪問看護ステーション」の 

看護師が病状確認を行い、その結果に応じ、医師がオンライン診療や入院 

調整を行う。 

・実施場所：市北部エリア 

・実施体制：医師１名、看護師３～４名、事務員４名を配置予定 

・実施期間：令和３年５～９月 

 

◆補正内容 

自宅療養者の見守り支援にかかる事業費を補正 
 

５ 高齢者施設への退院支援事業                  77百万円〔一般財源〕 

 

     療養期間を経過したコロナ治癒者の医療機関から高齢者施設への移行を支援することによ

り、日常生活への復帰を促すとともに、逼迫している病床の確保を図ります。 
 

    ◆実施概要 

（１）「高齢者施設・住まいの相談センター（※1）」への老健コンシェルジュ配置 ２百万円 

  「高齢者施設・住まいの相談センター」に、介護老人保健施設（※2）への入所を支援 

する老健コンシェルジュを新たに１名配置します。 

・配置期間：令和３年７月～４年３月 

（※1）専門相談員が特別養護老人ホーム、介護老人保健施設、グループホーム等、 
高齢者の施設・住まいに関する個別相談・情報提供を実施 

（※2）入所者の家庭への復帰を目指すために、医学的管理の下、リハビリテーション 
や栄養管理・食事・入浴などの日常サービスまでを併せて提供する施設 
 

（２）緊急ショートステイ受入枠の確保 61百万円 

  療養期間を経過したコロナ治癒者をショートステイで受け入れるベッドを確保します。 

・対象施設：介護老人保健施設（18床）、特別養護老人ホーム（10床） 

 ・実施期間：令和３年７月～４年３月 

 ・補助内容：ベッド確保 １床あたり 6,000円/日 

     受入支援  １件あたり 9,530円/日 ※最大 14日間 

 

（３）本入所の受入支援 14百万円 

療養期間を経過したコロナ治癒者を本入所として受け入れた介護老人保健施設に対し、

受入支援金を支給します。 

 ・対象施設：介護老人保健施設 

 ・実施期間：令和３年７月～４年３月 

 ・支給額：3,730円/日 ※最大 14日間 
【参考】介護報酬上の加算：療養期間を経過したコロナ治癒者を受け入れた施設に対する 

特例加算  ※最大 30日間  

◆補正内容 

高齢者施設への退院支援にかかる事業費を補正 
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６ 感染拡大期における福祉サービス継続の支援 

（障害福祉施設等感染防止対策事業ほか３事業） 98百万円〔国費 16 一般財源 82〕 

 

     令和３年３月 31日付「障害者支援施設等の感染防止対策のための相談・支援等事業の実施

について」による厚生労働省の方針等を踏まえ、感染拡大の中でも、適切な感染防止対策を

行った上で福祉サービス提供を継続できる体制の整備を促進するため、事業所の指導・活動

支援を行います。 

 

    ◆実施概要 

（１）障害者施設・高齢者施設への巡回指導等 79百万円 

看護師等専門職による巡回相談・指導、研修の実施や、感染症発生時における業務継続

計画策定のための研修・助言を実施します。 

・対象事業所：グループホーム・特別養護老人ホーム等の入居・入所施設 

・対象事業所数：【障害者施設】約 900事業所 、【高齢者施設】約 1,150事業所 

・実施期間：令和３年６～11月 

 

（２）自宅療養者へ居宅サービスを提供する事業者への支援 19百万円 

障害及び高齢の居宅サービス利用者が陽性者となった際、療養期間終了までの間に各種

サービスを提供した事業所に対し、手当を支給します。 

・対象事業所：【障害者】障害者総合支援法上の居宅介護、重度訪問介護事業所 等 

       【高齢者】介護保険法上の訪問介護、訪問看護事業所 等 

・支給額：従事者１人につき 5,000円／日（最大 10日間分） 

     ※障害福祉サービスにおいて深夜対応を行った場合は、従事者１人につき 

10,000円／泊（最大９泊分） 

・実施期間：令和３年７～４年３月 
 

◆補正内容 

感染拡大防止指導等の実施及び居宅サービス提供にかかる事業費を補正 
 

 

  ◆添付資料 

   資料  令和３年度５月補正予算案について≪総括表≫ 

 

 



（単位：千円）

国 県 負担金等 市債 一般財源

11,701,517 11,278,403 50,000 0 0 373,114

（単位：千円）

国 県 負担金等 市債 一般財源

1 ７款６項１目
新型コロナウイルス
ワクチン接種事業

11,048,000 11,048,000 0 0 0 0
ワクチン接種体制の強化にかかる
事業費を追加補正

2 ７款６項１目
障害者施設職員への定期的ＰＣＲ検査事業
（新型コロナウイルス感染症対策事業）

352,000 176,000 0 0 0 176,000
定期的ＰＣＲ検査の実施にかかる
事業費を補正

3 ７款６項１目
変異株スクリーニング検査事業
（新型コロナウイルス感染症対策事業）

77,000 38,500 0 0 0 38,500
変異株スクリーニング検査実施に
かかる事業費を補正

4 ７款３項１目
自宅療養者見守り支援事業
（新型コロナウイルス感染症対策事業）

50,000 0 50,000 0 0 0
自宅療養者の見守り支援にかかる
事業費を補正

5 ７款３項２目 高齢者施設への退院支援事業 76,526 0 0 0 0 76,526
高齢者施設への退院支援にかかる
事業費を補正

７款２項１目
【障害者施設】
障害者施設・高齢者への巡回指導等

31,806 15,903 0 0 0 15,903
感染拡大防止指導等の実施にかかる
事業費を補正

７款３項１目
【高齢者施設】
障害者施設・高齢者への巡回指導等

47,205 0 0 0 0 47,205
感染拡大防止指導等の実施にかかる
事業費を補正

７款２項１目
【障害者】自宅療養者へ居宅サービスを提
供する事業者への支援

13,080 0 0 0 0 13,080
居宅サービス提供にかかる
事業費を補正

７款３項１目
【高齢者】自宅療養者へ居宅サービスを提
供する事業者への支援

5,900 0 0 0 0 5,900
居宅サービス提供にかかる
事業費を補正

補正理由

６
（１）

６
（２）

一般会計　補正額合計

No. 款項目 事業名称 補正額
財　　源　　内　　訳

令和３年度５月補正予算概要について

補正額
財　　源　　内　　訳

健康福祉・医療委員会資料

令 和 ３ 年 ５ 月 3 1 日

健 康 福 祉 局

市第20号議案
令和３年度横浜市一般会計補正予算（第２号）（関係部分）


	
	0506【常任委員会資料】補正予算概要（5月）


